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反 射 波 を 考 慮 し ナこ

ダ ク ト網 の 音 響 伝 搬 計 算 暁 8こつ t,ヽ て *

○寺尾遭亡,△珂根秀久,田辺敢畿 (神奈川大学 工学帝)

1.は じめ に 甜 不 連 続 群 lこよ る反 射

波 の寄 与 を考 慮 した低 周 波 数 域 の ダ ク ト

網 音 響 伝 搬 計 算 法 (以 下 複 素 音 圧 法 と よ

潔 ) を導 入 し ､連 碗 曲 りと小 泉 模 な ダ ク

ト網 に 適 用 して , この方 法 に よ る透 過 損

失 と,反 射 波 を如 祝 した従 来 の エ ネル ギ

的 計 算 法 に よ る それ との比 較 を行 った ｡
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Fig.1 Anequivalent acousticmodel
foraduct network.

2.反 射 波 を含 め た 計 算 方 法 Fig.1

に 示 す よ うな樹 枝 状 ダ ク ト糟 の 各 不 連 続

素 子 の 直 管 素 子 との 接 続 境 界 で の進 行 波.

反 射 波 の複 素 音 圧 轟 嶋 を それ ぞれ A, a.

ま た ,特 性 イ ン ビー ダ ンス接 続 条 件 で 求

め られ た各 素 子 の特 性 透 過 係 数 を r-.

(m ‥入 力 端 子 , a;出 力端 子 ) ,特 性 反

射 係 散 を pA (孤 :入 出 力靖 子 ) と して ,

モれ らの 隣 保 は 3靖 子 対 素 子 の場 合.(1)

の よ うに表 され ､ これ に繋 が ろ く等 鉢)端

末 の反 射 係 数R2-82/12,R3-83/13が 与 え

られ れ ば , その終 端 条 件 下 で の この 素 子

の反 射 係 数 Rl(一81/ll)お よび透 過 係 数

T12(-12/ll),T13(-13/▲1)紘 (2)～ (4)の

よ うlこ求 め られ ､端 末 か ら順 次 遡 って す

べ て の 区 間 の遠 過 係 数 な どを得 る｡

P1 r21 T 3l

r12 02 r 32

r 13 r 23 P3 (1)
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01 -r21R 2 -T3lR 3

r 12 1-p2R2 -r32R3

r13 -r23R2 ト p3R3 ぐ2)

T12-【▼12(1-p3R3)+T13r 32R3】/Q (3)

TIS-lr 13(1-p2R2)+r 12r2382】/Q(I)

た だ し,

Q-(1-p2R2日 1-p3R3)-r 32r23R2R3
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Fig･2 Acousticproperties
ofaT-shapedtake-off.

3.ェ ル ポ お よび分 岐 の 音 響 特 性

二 次 元F川 数 傭 計 算 日 に よ り求 め た ｡

Fig.2 は T形 分 岐 の特 性 で あ る｡単 独 の

ェ ル ポは Lippert2)に ほ ぼ 一 致 す る括 幕

に な って お り,回 は省 略 す る3)｡ 開 口 嶋

はLevine4)に よ ろ特 性 を用 い た ｡ こ こで.

k'lk/(ガ/I).k-2ォ ソ/C, JJ:月 汝 散 ,

¢:音 速 ,W ;直 曾 ダ ク トの幅 で あ る｡

* A出ethodtoEstimateSoundTransmissionthroughAir-ductNetworkstaking
tbeContributionofReflected-wavesfromDiscontinuitiesintoaccount.
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4. 連 続 曲 りの 透 過 損 失 Fig.3 &)～

C)は , 連 続 エ ル ボ は っ い て , そ の 全 体 に

わ た って 直 接 FEM数 値 計 井 で 求 め た 透 過

規 矢 に た い し て , この 複 素 音 圧 法 とェ ネ

ル ギ 法 と を比 較 し て 示 し た も の で あ る ｡

1㌧ 1/†(l‥連 結 ダ ク トの 長 さ ) と し て.

複 素 音 圧 法 は l●>1で あ れ ば ,k●く0.8の

周 波 数 範 囲 に つ い て , 通 過 周 波 数 も含 め

て 本 来 の T Lを よ く近 似 し て い る ｡k●-1

に 近 づ く と ､ 1書が 小 さ い ほ ど ､ よ り小 さ

い k■ の 他 か ら､ 平 面 波 で 接 続 す る も の

と し た 式 (l)の 前 轟 が 成 立 し な く な る ｡
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5.ダ ク ト柵 の 透 過 損 失

Fig.4 の よ うな 小 規 模 な ダ ク ト禍 の 入

射 ダ ク ト と端 末 1と の 問 の 透 過 現 矢 を 例

と して , 複 素 音 圧 法 , エ ネ ル ギ 法 お よ び

ISはRIEな どの 計 算 法 を 比 較 し てFig･5-)

に 示 す ｡ 両 者 に よ り得 られ る透 過 音 の 青

果 に は 大 き な 連 い が で る.｡b)は ' これ を

白色 雑 音 が 入 射 す る条 件 で , オ ク タ ー ブ

バ ン ドで の 評 価 で み た も の で あ る ｡ エ ネ

ル ギ 法 は 5dB程 度 ,AS技R▲Eな どに よ る方

法 は 10JBを越 え て 危 険 伽 に過 大 な透 過 損

失 推 定 値 を 与 え る恐 れ が 多 い ｡

Fig.4 Aductnetworkexamined･
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Fig.3 Transnissionloss
ofdotiblerectangularelbows.
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Fig.5 Transmissionlossfromtheinput
ducttoterminalishownbyFig.4.
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